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「歌
〓

所
」

の
時
代

大
歌
所
前
史
の
研
究

 

『
萬
葉

集

』
を
宮

廷

大

歌

の
集

と

と

ら
え

、

『
萬
葉

集

』

の
原
資

料

に

「大

歌
所

の
台
本

」
を
想

定

し

た

の
は
、
折

口
信

夫

で
あ

る
。

 
大

正
五
年

の

「
萬
葉
集

私
論

」

は
、

折

口

の
萬

葉
関

係

の
最
も

初
期

の

論
文

で
、

こ

こ
に
す

で

に
そ

の
考

え
が

見

ら
れ

る
。
折

口
は
、
萬

葉
成

立

の
基
盤

に
、

「
大

歌
所

の
台
本

」

と

「
大
伴

集

」

が

あ

る
と

し
、
宮

廷

大

歌

と
宮
廷

詩
人

と

の
関

わ

り

に

つ
い
て
も
述

べ
て

い
る
。

こ

こ
で
は
、

ま

だ
十

分

に
熟

し
て

い
る
と
は
言
え

な

い
が
、
こ

の
仮
説

は
、
生

涯

に
わ
た

っ

て
繰

り
返

し
論

じ
ら

れ

て

い
る
。

大
歌

所

へ
の
ま
な
ざ

し

は
、
萬

葉
成

立

論

や
宮
廷

詩
人

(詞

人
)

の
概
念

と
深

く
結

び

つ
き

、
折

口

の
萬

葉
論

の

根
幹

に
位

置
す

る
と
考

え

て

い

い
。

 

周
知

の
ご

と
く
、

『
萬

葉
集

』

の
歌

の
多

く

は
、
本

質

的

に

は
声

に
出

し
て
歌
わ
れ

た
も

の
、
す
な

わ
ち

歌
謡

と
し

て
の
性
格

が
強

い
。
し
た

が

っ

て
、
い
わ

ゆ

る

「
文
学
」

と

し

て
、

一
律

に
把

握

す

る

こ
と
は

で
き
な

い
。

口
頭

で
発

唱

さ
れ
た
歌

謡

は
、
文

学

に
昇
華

す

る
以
前

の
伝
承

の
段
階

、

「
文
学
伝

承
」

の
要
素

を
色

濃

く
内

に
含

ん

で

い
る
。
そ

し

て
、

歌
謡

で

あ
る
以
上

、
何

よ
り
芸

能

と

の
関

わ

り
が

深

い
。
芸

能

に
付
随

し
た
詞

章

が
、
歌
謡

と

し
て
伝

承

さ
れ
、

歌

わ
れ

る
こ

と
で
変

容
を

繰

り
返
し

、
や

阿

久

沢

武

史

が

て
文
学

に
成

長
し

て

い
く
。

そ
う

し

た
道
筋

は
、

文
学

の
発
生

論

と
し

て
夙

に
指
摘

さ

れ

て

い
る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

 

『萬

葉
集

』

を

「
大
歌

所

の
台
本

」

と
と

ら
え

る
折

口
説

に
従

え
ば

、

『萬

葉
集
』
は
根

源
的

に
芸

能

と
深

く
関

わ

り
、
い
わ
ば

「
芸
能

の
台

本
」

と

し
て

の
性
格

を
、

深
部

に
抱

え
込

ん

で

い
る
と

い
う

こ
と

に
な
る

。

 

で
は
、

そ

の
大
歌

所

と
は

一
体
何

な

の

か
。
折

口

の
仮
説

の
是
非

を
問

う
前

に
、

こ
の
基
礎

的

な
問
題

に

つ
い
て
、

こ

こ
で
あ

ら
た

め
て
検

証

し

直

し
て

み
た

い
。

こ

の
小
論

は
、
萬

葉
成

立
論

を
直

接

め
ざ
す

も

の
で

は

な

い
。

た

だ
、

大
歌

所

に
ま
な

ざ

し

を
向

け

る

こ
と

で
、

『
萬
葉

集
』

を

文
学

以
前

の

「
芸
能

の
台

本
」

と

し

て
と
ら

え
直
す
何

ら

か

の
視

座

が
得

ら

れ
る

の

で
は
な

い
か
。

こ
こ
で

は
、

そ
う

し
た
可

能
性

の
手

掛

か
り
を

探

っ
て

い
き

た

い
と
思

う

の
で
あ

る
。

雅
楽
寮
と
大
歌
所

 
大

歌
所

は
、

芸
能

史

の
上

で

の
歴
史
的

重

さ

に
比

し

て
、
必

ず

し
も
十

分

な
資
料

が
残

さ
れ

て

い
る

と
は
言

え
な

い
。
特

に
成
立

論

に

つ
い
て

は
、

未

だ
曖
昧

な

ま
ま

で
あ

る
。
大

歌
所

の
歴
史

的
考
察

は
、
令
制

の
雅
楽

寮

、



お
よ
び

『萬

葉
集
』

巻
六

に
見

え

る
歌
憐
所

と

の
関
連

で
説

か
れ

る

の
が

普

通

で
あ

る
。

 

折

口
が
大

歌
所

そ

の
も

の
を
論

じ

た

の
は
、

大
正

九
年

の

「
萬
葉

び

と

の
生

活
」

(
『全

集
』

第

九
巻

)

を
端

緒

と

す

る
。

折

口
は
、

『
和
名

抄
』

で
雅
楽

寮
を

「
宇
多

末
比

乃
豆
加

佐

」
と
訓

じ

て

い
る

こ
と

か
ら
、

雅
楽

寮

と
歌

憐
所

を
同

一
に
考

え
、
大

歌
所

は
、
雅
楽

寮

の
中

の
日
本

音
楽

部
、

す
な

わ

ち
雅

楽
寮

の
付
属

の
機

関

と
位
置

づ
け

て

い
る
。

 

『職

員
令

』

に
よ
れ
ば

、
雅

楽
寮

に
は
、
唐
楽

・
高

麗

楽

・
百
済

楽

・

新

羅
楽

な

ど

の
外

来
楽

の
楽
人

の
他

に
、

日
本
在

来

の
歌

舞
を

扱

う
専
門

職

と

し

て
、

 

 
歌

師

(四
人

) 

 

歌
人

(
四
十
人

)

・
歌
女

(百

人
)

 

 
憐

師

(四
人

) 

 

憐
生

(百

人
)

 

 
笛

師

(二
人

) 

 

笛
生

(六

人
)

・
笛

工

(
八
人

)

が

い
た
。
彼

ら
が

、
折

口
の
言

う

「
日
本
音

楽
部

」

を
構
成

し

、
歌
師

・

憐

師

・
笛
師

が
、
そ

れ
ぞ
れ
専

門

の
教

習

に
あ
た

っ
て
い
た
わ

け

で
あ

る
。

『
令
集
解

』
巻

四

「職

員
令

」

に
よ

る
と
、

歌
人

・
歌

女

・
笛
吹

(笛

生
)

は
、

「
不

レ
限
二
国
遠

近

}。

取
二
能

レ
歌

人

↓」

と

あ
り

、

ま
た

『延

喜
式

』

巻

二
十

;

雅

楽
寮

」
に
は
、
歌
女

に

つ
い
て

「取
下
庶

女
容

貌
端

正
有

二
聲

音

】者
上
充
之

」
と

あ
る
。
す
な

わ
ち
、

雅
楽
寮

の
歌
人

・
歌

女

・
笛
生

は
、

広

く

民
衆

か
ら
徴
集

さ

れ
た
集

団

で
あ

っ
た
。

 

雅
楽

寮

の
実
質

は
、

む
ろ

ん
大
宝
令

の
施

行

に
よ

っ
て
は

じ
め

て
成
立

し
た

も

の
で
は

な

い
。

さ
か

の
ぼ

っ
て

『
天
武
紀

』

四
年

(六

七

五
)

二

月
九

日
条

に
は
、

次

の
よ
う

な
記
事

が
見

え

る
。

 

 
勅

二
大
倭

・
河
内

・
摂

津

・
山

背

・
播
磨

・
淡
路

・
丹

波

・
但

馬

・

 

 
近

江

・
若
狭

・
伊
勢

・
美

濃

・
尾
張
等

国

一日
、

選
二
所
部

百
姓

之
能

 

 
歌

男
女

、
及
條

儒
伎

人

一而
貢

上
。

十
年
後

の
十

四
年

(六

八
五

)
九

月
十

五

日
条

に
は
、

 

 
詔

日
、

凡
諸
歌

男

.
歌

女

・
笛

吹

者
、

即
伝

二
己

子
孫

一、
令

レ
習
二
歌

 

 
笛

一。

と
あ

り
、

こ
れ
ら

の
記
事

か
ら
、
雅

楽

寮

の
実

質

が
、

大
宝
令

施

行
以

前

の

こ
の
時

代

に
、

す

で
に
整
備

さ

れ

つ
つ
あ

っ
た

こ

と
が
知

ら

れ
る
。

 

雅
楽

寮

の
日
本
音

楽
部

の
担

い
手

は
、
諸

国

の
民
衆

か
ら
徴
集

さ

れ
た

集

団

で
あ

っ
た
。

そ
れ

で
は

、
大

歌
所

は

ど
う
だ

っ
た

の
か
。

 

大
歌

所

の
歌
謡

を
、
今

日

最
も

明
瞭

に
伝

え

て

い
る

の
は
、

天
元

四
年

(九

八

一
)

の
奥

書

を
も

つ

『
琴

歌
譜

』

で
あ

る
。

『
琴

歌
譜

』

は
、

そ

の
歌
謡

の
配
列

に
よ

っ
て
、
十

一
月

(大
嘗

祭

・
新

嘗

祭
)

・
正

月
元

日

・

正
月
七

日

・
正
月
十

六

日

の
諸

節
会

に
奏

せ
ら
れ

た
大

歌
所

の
歌

謡

と
和

琴

の
譜

で
あ

る

こ
と
が

わ

か
る
。
同

時

に

そ
れ

は
、
平

安
朝

に
お
け

る
大

歌

所
参
加

の
芸

能

の
機
会

を

示
し

て

い
る
。

 

『西
宮

記
』

に
は
、
大

歌
所

に

つ
い
て
、

 

・
在

二
図
書

東

】。
新

嘗

会
時

供

奉

。
有

二
親

王

、
大

納

言
、

非
参

議

、

 

 
六
位

別
当

、
師

、
和

受
歌

師
、

十
生

、
案

主

一。

(巻

八

「
所

々
事

」
)

 

・
大

歌
六
位

別
当

、
御

琴
師

井
和

琴

歌
師

(巻
十

三

「
諸

宣
旨

」
)

な
ど

と
あ

り
、

そ

の
専

門

職

と
し

て
、

「
御

琴

師
」

と

「
和
琴

歌
師

」

が

い
た
。
前

者

が
和
琴

、
後

者

が
歌
謡

の
教

習

に
あ

た

っ
て

い
た

わ
け

で
あ

麗
。

ち
な

み

に

「和

琴

歌
師

」

は
、

『琴

歌
譜

』
奥

書

に
、

「
件
書

希
有

也

傍

自
大

歌
師
前

丹
波

橡
多

安
樹

手
伝

写

」

と
あ

る

「
大

歌
師

」

と

お
そ
ら

く
同

一
で
、

『琴

歌
譜

』
は
、

「
大
歌

師
」
の
職
掌
を

継

承
し
た
多

氏

に
よ

っ

て
伝

え
ら

れ
た
大
歌

教

習

の
た

め
の

テ
キ

ス
ト

(
「
芸
能

の
台
本

」
)

で
あ

っ
た
。

  一 2一



 

そ

の
教

習

の
実
際

に

つ
い
て
、

『延

喜
式

』
巻

十

八

「
式

部
上

」

に
は
、

次

の
よ
う

に
記

さ

れ
て

い
る
。

 

 

凡
被

レ
召

二
大

歌
所

「
之
輩
。

起

レ
自

二
十

月

廿

一
日

「。
至

二
干

正
月

十

 

 

六
日

一。

一
向

二
直

所

一。
若

無

レ
故

不

レ
上

者
。

五
位

已

上
不

レ
預

二
節

 

 
会

】。

六
位

已
下
奪

二
季
録

一。

散
位

、
雑

色
等

責
以

二
違
勅

一。

『
小

野
宮
年
中

行
事

』

で
は
、

十
月

二
十

一
日
を

「
大
歌

始
」

と

し
、
右

と
同

じ
記

事

が

「
貞
観

式

部
式

云
」

と

し

て
記
載

さ

れ

て

い
る
。

『延

喜

式

』

の
記
述

は
、
貞

観

の
式
部

式
を

そ

の
ま

ま
踏

ま
え

た
も

の

で
あ

り
、

こ
れ

ら
か

ら
、
延
喜

、

や
や

さ

か
の
ぼ

っ
て
貞

観

と

い
う
平
安

初
頭

の
大

歌

教
習

の
あ

り
よ

う
が
窺

わ

れ
る
。

十

月

二
十

】
日

か
ら
明

け
て
正

月
十

六
日

の
踏
歌

の
節
会

が
終

わ

る
ま

で
、
官

人

が
大
歌

所

に
召

さ
れ

て
、

大

歌

の
教

習
を

受
け

、
節
会

に
奉

仕

し
た
。

こ
こ

に
は
、
教

習

に
参
加

し
な

か

っ
た
者

に
対
す

る
位
階

別

の
罰
則

も

記

さ
れ

て

い
る
。

 

前
述

の
よ
う

に
、
大
歌

所

に
関

す
る

記
録

は
僅

か
し

か
な

い
。
し

か
し
、

『
琴

歌
譜
』

及
び

『
延
喜

式
』

の
記

載

を
合

わ

せ
れ
ば

、
そ

の
基
礎

的
な

特

徴

を
導

き
出

せ
る
。
大

歌

所
参
加

の
機
会

は
、
十

一
月

の
新

嘗
祭

(大

嘗

祭

)

の
節

会
、

正
月

元
日

の
節
会

、

正
月

七
日

の
白

馬

の
節

会
、

正
月

十

六

日

の
踏

歌

の
節
会

だ

っ
た
。
総

称

す
れ
ば

、
ま
さ

に

「
節
会

の
芸

能

」

と
言

え
る
。

大
歌

の
教

習

は
、
そ

れ

に
合

わ
せ

て
十
月

二
十

一
日

か
ら
始

ま

っ
た

の
で
あ

る
。

 

一
方

の
雅

楽
寮

は
、

『延

喜

式
』

巻

二
十

一

「
雅

楽
寮

」

に
よ

っ
て
、

そ

の
具
体
的

な
参

加

の
機

会

を
知

る

こ
と
が

で
き

る
。

そ

の
中

で
、

日
本

音

楽

部
に
属
す
る
歌

人

・
歌

女
等
が

供
奉

す
る
の
は
、
諸
節

会

、
園
韓

神

・

平

野

・
春

日

・
大

原

野
等

の
諸
祭

、
鎮

魂
祭

、
春

秋

の
釈
萸

と
多

岐

に
わ

た

る
。
し

た
が

っ
て
、
雅

楽
寮

と

の
対

比

で
大
歌
所

を

と
ら

え
る

な
ら
ば

、

大

歌
所

の
芸
能

の
…機
会

は
、

十

一
月

か
ら
正

月

ま
で

と

い
う
期

間

の
限
定

を

強

く
受

け
、

い
わ
ば

冬

か
ら
初

春

ま

で
と

い
う
芸
能

の
季

節

の
制
約

を

受

け

て

い
る

こ
と

に
な
る
。

 

そ

し

て
、

そ

の
担

い
手

は
、

五
位

以
上

の
貴
族

も
含

め
た

官
人

で
あ

っ

た
。
諸

国

の
民
衆

か
ら
徴
集

さ

れ
た
歌

人

・
歌
女

を
主
体

と
す

る
雅
楽

寮

の
日
本
音

楽

部

と
は
、

そ

の
担

い
手

の
位
相

に
お

い
て
も
、

明

ら

か
な
差

異

が
認

め

ら
れ

る

こ
と

に
な
る
。

 

こ
の
よ
う

に
見

て
く
る

と
、
雅

楽
寮

の
日
本
音

楽
部

と
大

歌
所

を
同

】

視

す

る
折

口

の
説

は
、

成
立

し

え
な

い
こ
と

に
な
る
。

大
歌

所

と
雅
楽

寮

は
、
芸
能

の
機
会

に
お

い
て
も
、

そ

の
担

い
手

に

お
い
て
も

、
別

種

の
個

性

を
内

在

さ
せ

て

い
る

の
で
あ

る
。

二
 

歌
傑
所

 

六

国
史

に

お
け

る

「
大

歌

所

」

の
初

見

は
、

『
文
徳

実

録
』

嘉

祥

三
年

(
八
五
〇
)

十

一
月

六
日

の
興

世
朝

臣
書

主

の
卒

伝

で
、
弘

仁

七
年

(
八

一
六

)

「能

弾

二
和

琴

一、

傍

為
二
大

歌
所

別
当

一。

常
供

二
奉

節

会

一」

と
あ

る
。

「
大

歌
」

と

い
う
語

の
初

出

は
、

奈

良

朝
末

期

の

『続

日
本

紀
』

天

応

元
年

(
七
八

一
)
十

一
月
十

五
日

の
、
桓

武

天
皇

の
大
嘗

祭

で
あ

る
。

 

 

己
巳
。

宴

二
五
位

已
上

一奏

二
雅
楽

寮
楽

及
大

歌
於
庭

一。

大

嘗
祭

の
内

容

が
整

っ
た

平
安
朝

で
は
、

大
歌
奏

上

の
機
会

は

、
午

日

の

豊

明

節
会

で
あ

っ
た

。

こ

こ
は
巳

日
で
、

ま
だ
儀

式

と
し

て
、

そ

の
次
第

が
完

全

に
固

定

さ

れ

て

い
る

と

は
言

え

な

い
。

た

だ
、

「
大

歌
」

が

「
雅

楽

寮

の
楽
」

と

対
比

的

に
記

さ
れ

て

い
る
以
上

、
少

な
く

と
も

こ

の
時
期

に
は
、
そ

の
位

置
が

定
着

し

て

い
た
と
考

え

て
よ

い
。
む

ろ

ん
大
歌

所

も
、

そ

の
内
実

を
整

え

て

い
た
は
ず

で
あ

る
。
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『醍

醐

天
皇
御

記
』

延
喜

六
年

(九

〇

六
)
正

月
九

日
条

に
よ

る
と
、

「
大

歌
所

琴

歌
、

伝

習
無

レ
人
、

恐

此
事

絶
」

と

い

っ
た
状

態

で
、

す

で

に
延
喜

年
間

に
お

い
て
、
大

歌
所

は
衰

退

の
危
機

に
あ

っ
た
。

大
歌

所

の

成

立

を
、
仮

に
奈

良
朝

末

と
考

え

て
も

、

そ

の
実

質
的

な
活
動

期

は
、
平

安

初
頭

ま

で

の
僅

か

な
期
間

で

し

か
な

い
。

 

『萬

葉
集

』

と

の
関

わ

り

で
言

え
ば

、

や
は

り
視
線

は
、
奈

良
朝

に
お

け

る
大

歌

所

の
あ

り

よ
う

に
向

け
ら

れ
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

そ
も

そ
も
大

歌
所

が
、
突

如

と
し

て
成
立

し

た
と

は
考

え

に
く

い
。

必
ず

そ

の
素

地
が

あ

っ
た

は
ず

だ
。

問
題

な

の
は
、

奈
良

朝

に

お
け
る
そ

の
具
体

的

な
あ

り

よ
う
、

い
わ
ば
大

歌
所

の
前

史

へ
の
ま
な
ざ

し

で
あ

る
。

 

こ

こ
で
注

意

さ

れ

る

の
が

、

『
萬
葉

集

』
巻

六

に
見
え

る

「
歌
憐

所
」

で
あ

る
。

 

 

 
 
冬

十

二
月
十

二
日
歌
憐

所
之

諸

王
臣

子
等
集

二葛

井

連
広

成
家

「

 

 

 
 
宴

歌

二
首

 

 

 
此

来
古
憐

盛

興
、
古

歳
漸

晩
。

理
宜
下
共
尽

二
古

情

一、

同
唱
中
古
歌

 

 

 
」
。

故
凝

二
此
趣

一轍
献

二
古

曲

二
節

一
。
風
流

意
気

之
士

償
有

二
此
集

 

 

 
之

中

}、

争
発

レ
念
心

心
和

二
古
体

【。

 

 

わ
が

屋
戸

の
梅

咲
き

た
り

と
告
げ

や

ら
ば
来

ち

ふ

に
似

た
り

散
り

ぬ

 

 

と
も

よ

し
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(
一
〇

一

一
)

 

 

春

さ
ら
ば

を
を

り

に
を
を

り
鶯

の
鳴

く
わ

が
山
斎

そ
や

ま
ず

通

は
せ

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

(
一
〇

一
二
)

天
平

八
年

(
七
三
六

)
十

二
月
十

二
日
、

「
歌
憐
所

の
諸

王
臣

子
等

」

が
、

葛
井

連
広

成

の
家

で
宴
を
催

し

た
。

そ

の
際

の
歌

二
首

に
、
題

詞

と
序

が

付

さ
れ

て

い
る
。
歌

憐
所

に
関

す

る
文

献

上

の
記

載

は
、
僅

か

に
こ

の

一

例

の

み
で
あ

る
。
し

た
が

っ
て
、
そ

れ
が

い
か

な
る
機

関

で
あ

っ
た

の
か
、

確

た

る

こ
と

は
と
り

あ

え
ず

不

明

と
言
う

し

か
な

い
。

 

右

の
二
首

の
歌

の
う

ち
、

「
梅

」

を
詠

ん

だ
前

者

(
一
〇

二

番
)

の

類
歌

は
、

『
萬
葉

集
』

に
三
例

見
え

る
。

 

①

青

柳

梅

と

の
花

を

折

り

か
ざ

し
飲

み

て

の
後

は
散

り

ぬ
と

も
よ

し

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

(巻

五

・
八

二

一
)

 

②

酒

圷

に
梅

の
花

浮

べ
思

ふ

ど

ち
飲

み

て

の
後

は
散

り

ぬ
と

も
よ

し

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

(巻

八

・

一
六
五

六
)

 

③

来

て
見

べ
き
人

も
あ

ら
な

く

に
吾
家

な

る
梅

の
早
花
散

り

ぬ
と

も
よ

 

 
U

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (巻

十

・
二
三

二
八
)

①

は
太
宰

府

で

の
梅

花
宴

に
お
け

る
笠
沙

彌

の
歌
、
②

は
大

伴
家

の
宴

席

に
お
け

る
坂
上

郎
女

の
歌

、
③

は

「冬

雑

歌
」

の
部
立

か
ら
、

こ
れ

も
宴

席

の
歌

と
考

え
ら

れ

る
。

一
方
、

後

者

(
一
〇

一
二
番

)

に

つ

い
て
、

「
鶯

」
を

詠

ん
だ
歌

は
多

い
が

、
特

に
前
者

の

「
梅
」

と

の
取
合

わ

せ

で

言
え

ば
、

こ
れ
も
集

中

に
、
宴
席

で

の
類

型
的

な
歌

と
し

て
、
多

く

の
類

例
を

拾
う

こ
と
が

で
き

る
。

つ
ま

り
、
歌

憐
所

の
諸

王
臣

子
等

が
唱
和

し

た
歌

は
、
文

字

通

り

の

「
古

曲

二
節

」
、

宴
席

に

お

い
て
節

を

つ
け

て
歌

わ

れ
た
古

歌
謡

の
類

い
だ

っ
た

と
考

え
ら

れ

る

の
で
あ
る
。

 

述

べ
た
よ
う

に
、

歌
憐

所
そ

の
も

の
に
関
す

る
記
録

は

、
僅

か

に
こ

こ

し

か
な

い
。

し

か
し
、

こ

こ
で
歌

わ
れ
た

歌
、

及
び
題

詞

・
序

が
、

そ

の

微

か
な
手

掛

か
り
を

与

え

て
く

れ

る
。

 

ま
ず
、

序

を

一
見

し

て
明
ら

か

な
よ
う

に
、

こ

こ
で

は

「
古

」
が

強
く

意
識

さ

れ

て

い
る
。

「
古
憐

」

が
盛

ん

に
行

わ

れ
、

「古

歌

」

が
歌

わ
れ
、

そ

し

て

「
古
曲

」

に
唱
和

で
き
る
者

を

「
風
流
意

気

の
士

」

と
呼

ぶ
。

そ

う

し
た

「
古

」

に
対

す

る
強

い
関

心
が
、

こ

の
宴

に
集

っ
た
人

々
に
共
通

の
意

識

で
あ

っ
た
。
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芸

能
史

の
上

で
言

え
ば
、

こ

こ

で
言

う

「古

憐

」

「古

歌
」

「
古

曲
」

の

中
身

が

、
当

然
問
題

と
な

ろ
う
。

す

な
わ

ち
天
平

八
年

に
お
け

る

「古

」

を
意

識

し
た
芸

能

の
状
況

が
、

歌
憐
所

と

決
し

て
無
縁

で
は
な

い
と
考
え

る

の
で
あ

る
。

 
序

に
よ

れ
ば

、
天
平

八
年

は

「古

憐

盛
興

」

と

い
う

時
代

相

で
あ

っ
た
。

こ

の
記
事

に
お

そ
ら

く
照

応

す

る
と
思

わ
れ

る
記
録

が
、

『
続

日
本

紀
』

に
見

え
る
。

二
年
前

の
天
平

六
年

(七
三

四
)

二
月

一
日
、

朱

雀
門

に
お

い
て
、

天
覧

の
大
規

模

な
歌

垣

が
行

わ
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

 
 

天
皇
御

二
朱
雀

門

一覧
二
歌
垣

一。
男

女

二
百

朋
鯨

人
、

五
品

已
上

有
二

 
 

風

流

一
者
皆
交
二
雑
其
中

「。

正

四
位

下
長

田
王
、

従

四
位

下
栗
栖

王
、

 
 

門
部

王
、
従

五
位
下

野
中

王
等
為

レ
頭

。

以
二
本
末

一唱

和
、

為
二
難
波

 
 

曲

、
倭

部
曲
、

浅
茅

原
曲

、
広
瀬

曲

、

八
裳

刺

曲
之
音

一。

令
二
都
中

 
 

士
女
縦

観

}。

極
レ
歓

而
罷

。
腸
下
奉

二
歌
垣

一男
女

等
緑
」
有

レ
差

。

歌
垣

は
、

む
ろ

ん
古

代

に
お

け
る

わ
が
国

在
来

の
民

俗
だ

が
、

二
百

四
十

人
以

上

の
男

女
が
参

加

し
、
宮

城

の
正
門

で
あ

る
朱

雀
門

で
、

し

か
も

天

覧

の
も

と
に
行

わ
れ

て

い
る

の
を
見

る

と
、

こ

こ
は
宮
廷

風

に
か
な
り
洗

練

さ

れ
た

も

の
と
考

え

る

べ
き

で
あ

る
。

「
難
波

曲

・
倭

部

曲

・
浅

茅
原

曲

・
広
瀬

曲

・
八
裳

刺
曲

」

が
、

ど

の
よ
う

な
歌
謡

だ

っ
た

の

か
は
わ

か

ら

な

い
。

し

か
し
、

こ
れ
ら

が
本
来

、
地

名
あ

る

い
は
歌

詞

の

一
部

を
歌

曲
名

と
し

た
履

歴

の
古

い
風

俗

の
歌

謡

で
、

「
宮
廷

風

に
編

曲

さ

れ
た
古

曲

」

で
あ

る

こ
と
は

ま
ず

間
違

い
な

い
。

 

天
平

八
年
、
歌

憐
所

の
諸

王
臣

子
等

の
宴
席

で
歌

わ

れ
た

歌

二
首

は
、

類

型
的

な
発
想

の
古

歌

謡

で
あ

っ
た
。
序

に
よ
れ
ば

、

こ
う

し
た
古

曲

に

唱

和

で
き

る
者

を

「風

流
意

気

の
士
」

と
呼

ぶ
。

一
方

、
そ

の
二
年
前

の

天

平

六
年

、
朱

雀
門

の
歌
垣

で

「
風
流

有

る
者
」

に
よ

っ
て
唱
和

さ

れ
た

歌

も
ま

た
、
古

い
履

歴
を

も

つ
歌
謡

で
あ

っ
た
。

と
す

れ
ば
、

こ
こ

で
言

う

「
風

流
」

と
は
、

そ
う

し

た
古
歌

へ
の
理
解

が
深

く
、

そ

の
趣

を
解

す

る

こ
と

の
で
き
る
者

を
意

味

す

る
こ
と

に
な

る
。

 

奈
良

朝

の
初

期
、

律
令

制

の
展
開

と
と
も

に
宮
廷

の
儀

礼

の
場

で
、
雅

楽

寮

の
大
陸
伝

来

の
外
来

楽

が
隆
盛

に
な
る
中

、

そ

の
反
動

と
し

て
、

日

本
在
来

の
歌
舞

に
対

す

る
見
直

し

が

お
こ

っ
て
き

た
と
考

え

ら

れ
る
。

そ

れ
は
外

来

の
文
化

を
受
容

す

る
際

の
、

受
け

入
れ

る
側

の
自

然
な

意
識

で

あ

る
。

天
平

六
年

の
大
規

模

な
歌

垣
、

お
よ
び

歌
憐

所

の
記
事

は
、
基
本

的

に
は
そ
う

し
た
時

代
相

の
中

で
読

み
解

く

べ
き

だ
ろ

う
。

し

か
し
な

が

ら
、

そ
れ
だ

け

で
は
、
歌

擁
所

の
内
実

に
少

し
も
踏

み
込

ん
だ

こ
と

に
は

な
ら

な

い
。

歌
憐

所
が
存

在

し
た

「
天

平
」

と

い
う
時

代

に
目
を

向

け
る

こ

と
で
、
も

う
少

し
広

い
視

野

か
ら
、
歌

擁

所
そ

の
も

の
を
検

証

し

て

い

く
必
要

が
あ

り
そ

う
だ
。

三
 
宮
人
琴
歌
の
様
相

 
聖
武

天
皇

の
天

平
年

間

は
、
天

平
文

化

に
代
表

さ

れ
る

よ
う

に
、
律

令

体
制

が
充
実

期
を

迎

え
た
時

代

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
外
来

の

「
礼

楽
思

想
」

に
も
と
づ

き
、
芸

能

も
整

備

さ

れ
て

い

っ
た
。

 
下

っ
て
、
宝
亀

元
年

(七

七
〇

)

三
月

二
十

八
日
、

称
徳

天
皇

が

河
内

由
義

宮

に
行

幸

し
た
折

、

こ

こ
で
も

天
覧

の
大

き
な
歌

垣

が
行

わ

れ
て

い

る
。

「
葛

井

・
船

・
津

・
武
生

・
蔵

の

六
氏

の
男

女

二
百

三
十

人

」

が
、

「
青

摺

の
細
布

の
衣

を
着

、

紅

の
長
紐

を
垂

れ
、

男
女

相

並
び

て
、

行
を

分

け

て
」
徐

う

に
進

み

な
が

ら
、

歌

垣

に
供

奉

し

た

の
で

あ

る
。

『続

日

本
紀

』

で
は
続

け

て
、
次

の
よ

う
な

歌
謡

が
記

さ

れ
て

い
る
。

 
 

歌

日
、
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乙
女

ら

に
男

立

ち
添

ひ
踏

み
平

ら

す
西

の
都

は

万
代

の
宮

 

 

其
歌

垣

歌

日
、

 

 

 
淵

も
瀬

も
清

く
清

け
し
博

多
川

千
歳

を
待

ち

て
澄
め

る
川

か
も

 

 
毎

二
歌

曲
折

一
。
挙

レ
挟

為

レ
節
。

其
余

四
首
、

並
是

古

詩
。

不
二
復

煩

 

 

載

}
。
時

詔

二
五
位

已

上
、
内

舎

人
及

女

儒

]
、
亦
列

二
其
歌

垣
中

一。

 

 

歌
数

関
詑

、
河

内
大
夫

従

四
位
上

藤
原
朝

臣
雄

田
麻

呂

已
下

、
奏
二

 

 

和
憐

}。

錫

㎜六
氏
歌

垣
人

商
布

二
千
段

、
綿

五
百
屯

一。

葛

井

・
船

・
津

氏

は
百
済

系
、

文

・
武

生

・
蔵

氏

は
漢
系

の
帰

化
氏

族

で

あ

る
。

歌

垣

と
言

い
条
、

歌

謡

の
詞
句

「
踏

み
平

ら

す
」

は
、

踏

歌

の

「
踏

む
」

所
作

を
十

分

に
意
識

し
た

も

の
で
、
「
万

代

の
宮

」

「
千
歳

」

も

踏

歌

の
祝

福

の
詞
章

「
万
代
あ

ら
れ
」

と
関
係

が

深

い
。

中

国
伝
来

の
踏

歌

に
刺
激

さ

れ
な

が
ら
、

在
来

の
歌
垣

が
和

風
踏

歌

に
な

っ
て

い
く
芸
能

の
変

容

の

一
端

が
窺

わ

れ
る
。

「
西

の
都

」

「博

多
川

」

と

い
う

歌
詞

は
、

む
ろ

ん
河

内
由
義

宮

に
密
着

し

た
も

の
だ
が
、

歌
謡

は
、

そ

れ
が
歌

わ

れ

た
場

や
機

会

に
応
じ

て
、

そ

の

一
部
を
変

え

る
。

そ

の
こ
と

で
、

そ

の
場

に
相
応

し

い
効
果

を
発

揮
す

る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
歌

わ
れ

て

い
る
歌

は

、

「
古
詩

」

と
あ

る
以

上
、

も
と

は
古

い
来

歴

を
も

つ
歌
垣

の
歌

謡

だ

っ
た

と
考

え

て
よ

い
。

 

さ

て
、

こ
こ

で
注

意

し
た

い
の
は
、

帰
化
系

氏
族

に
交

わ

っ
て

「
五
位

已
上

、
内

舎
人

及
女

儒
」

が
歌

垣

の
列

に
加

わ
り
、

さ

ら

に
従

四
位

上
藤

原

朝
臣

雄

田
麻

呂
以

下
が

和
憐

を
奏

し
て

い
る
点

で
あ

る
。
天

平

六
年

の

歌

垣

で

は
、
長

田

王

・
栗

栖
王

・
門
部

王

・
野
中

王

の
諸

王

を
歌
頭

と
し

て

「
五
品

已
上

の
風

流
有

る
者

」
が
参
加

し

て

い
た
。

す
な

わ
ち
官

人
貴

族

が

、

そ

の
中

心
的

な
担

い
手

と
し

て
、

こ
れ
ら

の
歌

垣

に
供

奉

し

て

い

る

の
で
あ

る
。

 

天

平
年

間

に
お

け
る
雅

楽
寮

日
本

音
楽

部

の
状

況

は
、

『
令

集
解

』

巻

四

「雅

楽

寮
」

の
条

に
引

く

「
古

記
」

に
よ

っ
て
、

具
体

的

に
知

る

こ
と

が

で
き
る

。
「
古
記

」

の
成
立

は
、

天
平
中

期

と
さ

れ
る

。

そ

の

「
古
記

」

の
引

く

「大

属
尾

張
浄

足
説
」

に
よ
る

と
、
雅
楽

寮

で
教

習

さ
れ

て

い
た

日
本
在

来

の
舞

は
、
久

米
舞

・
五
節

舞

・
楯
臥
舞

・
筑
紫

舞

・
諸

県
舞

を

中

心

と
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

そ

の
中

で
、
久

米
舞

は
大

伴

・
佐
伯

、

楯

臥
舞

は
土
師

・
文

の
各

氏

の
氏

人

が
舞
う

と
あ

る
。

筑
紫

舞

・
諸

県
舞

の

担

い
手

(
具
体
的

に

は
雅
楽
寮

の

「
憐
生

」
)

は
、

『続

日
本
紀

』

天
平

三

年

七
月

二
十

九

日

の
条

「
定
二
雅
楽
寮

雑
楽

生

員

】」

に

よ

る
と
、

雅
楽

寮

に
隷
属

し

て

い
た
楽

戸

か
ら
取

ら

れ

て

い
た
。
ま
た

、
先

に
見

た

よ
う

に
、

歌

人

・
歌

女

・
笛

生

は
、

広

く
民

衆

か
ら

徴
集

さ

れ

て

い
た
。

「
古

記

」

に
記

さ
れ

た
舞

に

つ
い
て
、
個

々

に
関
す

る
言

及

は
、

こ

こ
で

は
避

け
る

が
、
天

平

六
年

・
宝

亀

元
年

の
歌
垣

は
、

そ

の
芸

能

の
性

質

も
、

そ

の
担

い
手

の
位
相

も
、

天
平
年

間

に
雅
楽
寮

で
教

習

さ
れ

て

い
た
歌

舞

と

は
、

明

ら

か

に
別
系

統

の
も

の

で
あ

る

と
考

え

て
よ

い
。

 

『続

日
本

紀
』

で
は
、

特

に
天
平

以
降
、

官
人

貴
族

を

担

い
手

と
す

る

芸
能

記

事
を
拾

う

こ
と

が

で
き

る
。
例

え
ば

、

天
平
十

四
年

(七

四

二
)

の
正
月

十
六

日

の
宴

で
は
、
琴

の
伴
奏

を

も

っ
て
、
新

年

の
祝

福

の
歌

謡

が

歌

わ
れ

て

い
る
。

 

 
天

皇

御
二
大
安

殿

「宴
二
群

臣

…。

酒
酪

奏

二
五
節

田
舞

一。

詑

更
令

二
少

 

 
年

童
女

踏
歌

一。
又

賜
二
宴

天
下
有

位

人
井
諸

司
史

生

↓。

於

レ是

、

六

 

 
位

以
下

人
等
鼓

レ
琴

、
歌

日
、

 

 
 

新
し

き
年

の
始

に
、

か
く

し
こ
そ

、
供
奉

ら

め
、

万
代

ま

で

に

「
万
代

ま

で

に
」

は
、

や

は
り
踏
歌

の
詞

章

「
万
代

あ
ら

れ

」
と

関

わ
り

深

い
。

こ

こ
で
は
少

年
童

女

の
踏

歌

が
行

わ
れ
、

そ

れ
と
関

連

し

た
祝

福
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の
寿

歌

が
、

六
位

以
下

の
人

た
ち

に
よ

っ
て
歌

わ
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

 

同
様

の
例

は
、

翌
十

五
年

(七

四
三
)

正
月
十

一
日
条

に
も
見

え

る
。

 

 
御

二
石

原
宮
楼

一、

賜

饗

於
百
官

及
有

位

人
等

一。

有

レ勅

、

鼓
レ
琴
、

 

 
任

二
其
弾

歌

一五
位

已
上

賜
二
摺
衣

一。

六
位

已
下
緑

各
有

レ
差

。

 

一
方

、

『
萬

葉
集

』

で
は
、

天

平
十

一
年

(
七

三
九

)
十

月

の
光

明
皇

后

主
催

の
法

会

で
、
官

人

に
よ

る

「
仏
前

唱
歌
」

が

歌
わ

れ

て

い
る
。

 

 
時

雨

の
雨
間

無
く

な

ふ
り
そ
紅

に
に
ほ

へ
る
山

の
散

ら
ま

く
惜

し
も

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

(巻

八

・

一
五
九

四
)

 

 
 

右

冬
十

月

、
皇

后
宮

之

維
摩

講
、

終

日
供

二
養

大

唐
高

麗

等
種

種

 

 
 

音
楽

一
、
爾

乃
唱

二
此

歌

詞

】。
弾

琴

者
市

原

王
、

忍

坂
王

、
歌

子

 

 
 

者

田

口
朝

臣
家

守
、
河

辺
朝

臣
東

人
、
置

始
連

長
谷

等
十

数
人
也

。

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

(割
注

、
略

)

「
仏
前

唱
歌

」

と
は
、

法
会

の
音
楽

に
合

わ

せ
て
歌

わ

れ
た
歌

の
謂

で
あ

ろ
う
。

こ
の
歌

が
何

ゆ
え

に
法
会

で
歌

わ
れ

た

の
か
理
解

に
苦

し

む
が
、

『
全

註
繹

』

は
、

「
こ
れ
を

仏
前

の
唱

歌

に
使

っ
た

の
は
、
無

常

観

の
意

味

で
あ
ろ

う
」

と
す

る
。

こ

の
歌

は
巻

八

の
中

で

「秋

雑

歌
」

の
部

立

に

属

し

て

い
る
。
本

来

「
時
雨

」
を
歌

っ
た
秋

の
歌
謡

が
、

仏
教

的

に
解

釈

さ
れ

て
、

法
会

の
場

で
歌

わ
れ
た

の
だ

ろ
う
。

歌
謡

は
、

そ

れ
が
歌

わ

れ

た
機
会

に
応

じ

て
、
新

し

い
意

味

を
開

い
て

い
く

の
で
あ

る
。

 

と
こ

ろ
で
、
前

の
こ
例

と
違

う

の

は
、

こ
こ

で
は
具
体

的

に

「
弾

襲
こ

と

「
歌
子

」

と
が
分

け

て
記

さ
れ

て

い
る
点

で
あ

る
。
古

代
芸
能

で
使
用

さ

れ
た
琴

は
、

新
羅
琴

な

ど

の
外
来

の
琴

と
和

琴

で
あ

っ
た
。

法
会

で
終

日
行

わ
れ

た

と

い
う
大

唐

や
高
麗

の
楽

で
は
、

む

ろ
ん
大

陸
伝

来

の
琴

が

使
用

さ

れ
た

は
ず
だ

が
、
右

の
歌

に
伴

奏

さ
れ
た

の
は
当

然

和
琴

で
あ

ろ

う
。

し

た
が

っ
て
こ
こ
は
、

和
琴

の
伴

奏

に
よ
る
歌

謡

の
奏

上
、

す
な

わ

ち

「琴

歌

」
が
、

市
原

王
以

下

の
諸

王
臣

子

に
よ

っ
て
奏

せ

ら
れ

て

い
る

こ

と

に
な

る
。

 

天

平
十

四
年
正

月
十

六

日

の
宴

で
、

六
位

以
下

の
官

人

に
よ

っ
て
歌

わ

れ
た

「
新

し
き
年

の
始

め

に
」
も

、
和
琴

の
伴

奏

に
よ

る

「琴

歌

」
だ

っ

た

と
考

え

ら
れ

る
。
問

題

な

の
は
、
天

平
年
間

に
お
け

る
官

人
参

加

の
芸

能

、

及
び

「
琴
歌

」

が
、

ど

の
よ
う
な

環
境

の
中

で
行

わ
れ

た

の
か

と

い

う

こ
と

で
あ

る
。

 

天

平

八
年

、
葛

井

連
広

成

の
家

に
集

っ
た

歌
憐

所

の
人

々
は
、

「
諸

王

臣
子
等

」

で
あ

っ
た
。

歌
憐

所

と
は
、
官

人
貴

族
が

宮
廷

の
正
式

な
宴

、

あ

る

い
は
天
覧
歌

垣

の
よ

う
な
芸

能

の
機

会

に
参
加

す

る
際

に
、

琴
歌

や

由

来

の
古

い
歌
舞

を
教

習

す
る
た

め

の
専

門
機

関
だ

っ
た

の
で

は
あ

る
ま

い
か
。

天

平
年
間

に
お
け

る
見

て
き
た

よ
う

な
芸
能

は
、

雅
楽

寮

日
本

音

楽
部

と

は
別
種

の
も

の

で
あ
る
。

歌
憐

所
を
立

て
る

こ
と

に
よ

っ
て
は
じ

め

て
、
官

人
を
担

い
手

と

す
る
芸

能

の
背
景

を
読

み
解

く
、
有

力

な
手

掛

か

り
を
得

る

こ
と
が

で
き

る
と
思

う

の
で
あ

る
。

 
 

『続

日

本
紀
』

の
養

老

五
年

(
七

二

一
〉

正
月

二
十

七
日

、
詔

に
よ

っ

て
学

業

諸
芸

に
秀

で

た
者

を
賞

賜
し

た
中

に
、

「
和

琴
師

正

七

位

下
文

忌

寸
広

田
、

唱
歌
師

正

七
位

下
大
窪

史

五
百
足

・
正

八
位

下
記
多

真

玉

・
従

六
位
下
螺

江
臣
夜
気

女

・
茨

田
連

刀
自

女

・
正
七
位

下
置
始

連
志

祁
志

女
」

が
見

え

る
。

こ
れ
ら

の
人

々
が
、

仮

に
雅
楽
寮

に
属

し

て

い

る
と
考

え

て

も
、

「
和
琴

師
」

は

そ

の
構
成

に
な
く
、

「
唱

歌
師
」

の
五
人

が

「
歌
師

」

に
当

た

る
と
し

て
も
、

雅
楽

寮

の
歌
師

は

四
人

で
あ

る
か

ら
人
数

が
合

わ

な

い
。

ま
た

『官

位
令

』

に
よ

れ
ば
、

雅
楽

寮

の
諸

師

の
位

階

は
従

八
位

'
上

で
、
右

と

は
若
干

の
ず

れ
が

あ
る
。

と

す
れ
ば

、
彼

ら

が
所

属

し
て

い

た

の
は
雅
楽

寮

で
は
な

い
こ
と

に
な
り
、
そ
れ

以
外

の
機
関

を

考
え

る
と
、
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当

面
歌

憐
所

し

か
見
当

た
ら
な

い
。

天
平
十

一
年
十

月

の

「
仏
前

唱

歌
」

は
、
市

原
王

・
忍
坂

王
を

「
弾
琴

」

と
し
、

田

口
朝
臣

家
守

・
河
辺
朝

臣

東

人

・
置

始
連

長
谷
等

十
数

人
を

「
歌

子
」

と

し

て
歌

わ

れ
た

。

こ
う

し

た

人

々
を
教

習
し

た

の
が

、
歌
憐

所

の

「和

琴
師

・
唱
歌
師

」

だ

っ
た
と

考

え

る
と
、

そ

の
背

景
が

理
解

し
や

す
く

な
る

の

で
あ

る
。

 

大
歌
所

は
、

少

な
く

と
も
奈
良

朝
末

期

に
は
成

立

し
て

い
た
。

大
歌

所

の
専
門
職

は

「
御
琴
師

」
と

「
和

琴
歌
師

」

で
、

養
老

五
年

の

「
和
琴

師
」

「
唱
歌
師

」

と
酷
似

し

て

い
る
。

そ

し

て
、

大
歌

は
何

よ

り

「琴

歌
」

で

あ

り
、
節

会

で
そ

れ
を
奏

し
た

の
は
官

人
貴

族

で
あ

っ
た
。

歌

憐
所

も
ま

た

、
同

じ
よ

う

に
官

人
貴
族

の
た
め

に

「琴

歌
」

を
教

習

し

て

い
た

と
す

る
な
ら
ば

、
大

歌
所

と
歌
憐

所

と
は
、

芸
能

史

の
上

で
、

ま
さ

に
同

じ
流

れ

の
中

に
位

置
し

て

い
る
こ
と

に
な

る
。

 
 

 
 

四

 

「
宴

」

の

展

開

 

と

こ
ろ

で
、

大
歌
所

参
加

の
機

会
が

「
節

会
」

で
あ

る
以

上
、

大
歌

所

の
成

立

は
、

「節

会
」

の
確
立

と
不
可
分

に
関

わ

っ
て

い
る

は
ず

だ
。

 

『雑

令
』

で
は
、

「
正

月

一
日

、
七

日
、

十

六

日
、

三

月

三
日
、

五

月

五

日
、

七
月

七
日
、
十

一
月

大
嘗

の
日
」
を

「
節

日
」

と
定

め

て

い
る
。

し

か

し
、

「
節
会

」

が
成

立

す

る
ま

で

に
は
、

現

実

に
は

長

い
時
間

が

か

か

っ
て

い
る
。

倉
林

正
次
氏

は
、

平
安
朝

の
儀
式

書

『
貞
観

儀
式

』

に
見

え

る
節
会

の
形

態
を

基
準

に
し
、

そ

こ

に
到

達

す
る

ま
で

の
段
階

を

三
期

に
分

け

て
い
る
。
山

中
裕

氏
も
、

節
会

の
成

立

を
平
安

初
頭

と

し
、
嵯

峨

天

皇

の
時

代

に
、

そ
れ
ぞ

れ

の
節

会

の
特
徴

的

な
行
事

内
容

が
整

備

さ
れ

た
と

し
て

い
る
。
事

実
、

嵯
峨

天
皇

の
弘
仁

十

二
年

(八

二

一
)

に
成

立

し

た

『内

裏
式

』

は
、
各
節

会

に

つ

い
て
充

実

し
た
内

容
を

伝

え
、
大

歌

も
、

『
琴
歌

譜
』

に
あ

る
如

く

、
十

一
月

・
正

月

元
日

・
七

日

・
十

六

日

の
四
節
会

で
奏

さ
れ

て

い
る

。

 

節
会

の
前
段

階

は
、
奈

良
朝

で
は

「宴

」

と
し

て
正
史

に
記

録

さ
れ

て

い
る
。

そ
し

て
そ

の

「
宴

」

が
際
立

っ
た
充
実

を

見
せ

る

の
が
、

天
平
年

間

な

の
で
あ

る
。

 

『続

日
本
紀

』

に

お

い
て
、

正
月

の
各

宴

(元

日

・
七
日

・
十

六
日

)

の
記
載

が
揃

う

の
は
、
意

外

に
遅

く
、
奈

良
朝

後
半

の
宝

亀

五
年

(七

七

四
)
を
待

た

ね
ば
な

ら

な

い
。

光
仁

天
皇

の
宝

亀
年

間

は
、
続

く

六
年

・

九

年

・
十

一
年

に
も
、
揃

っ
て
記
載

さ

れ

て
お
り
、

正
月

の
各

宴

の
充

実

ぶ
り

は
、
特

に
顕
著

で
あ

る
。

お
そ
ら

く

こ
の
時
期

に
な
る

と
、

平
安
朝

の

「
節
会

」

に
近
く

、

そ

の
内

容

が
整
備

さ

れ

て

い
た

の
だ

ろ
う
。

淳
仁

天
皇

の
天
平

宝
字

三
年

(七

五
九
)

正

月
七

日

の
宴

は
、

雨

の
た

め
停

止

さ

れ

た

が
、

そ

こ

に

「
停

二
節

宴

↓。

雨

也

。
」

と

あ

る
。

こ

こ

で

言

う

「
節
宴

」

は
、

「
宴
」

か
ら

「
節

会
」

へ
の
、

ま

さ

に
過

渡
的

段

階

と
考

え

て
よ

い
。

そ
う

し
た

中

で
、

天
応

元

年

(七

八

一
)
、

桓

武

天
皇

の
大

嘗

祭

に
お
け

る

「
大

歌
」

初
出

を
見

る

の
で
あ

る
。

し

た
が

っ
て
、

大
歌

所

が
、

「
節

会
」

に
向

か
う

「
宴

」

の
展

開

と

と
も

に
、

奈
良

朝

後

半

に

成

立
し

て

い
た
可
能

性

は
、

き
わ

め
て
高

い
と
言
え

る
。

 

さ

て
、
天

平
年
間

に
お
け

る

「
宴

」

だ
が
、

特

に
元

日

の
そ

れ

に

つ
い

て
、

『続

日
本

紀
』

で

は
あ

る
特

徴

を
見

せ

て

い
る
。

 

天
平
十

九
年

(七

四
七

)

の
元

日

の
朝
賀

は
、
聖
武

天

皇

の
健
康

状
態

が
芳

し
く
な

い
た

め

に
停

止

さ
れ

た
。

に
も

か
か

わ
ら
ず

宴

は
、
南

苑

で

催

さ

れ

て
い
る
。
翌

二
十

年

も
、
同

じ

理
由

で
朝
賀

は
停

止

さ

れ
て

い
る

が

、
宴

は
内

裏

と
朝

堂

の

二
か
所

で
行

わ
れ
、

引

き
続

い
て
七
日

の
宴

も

行

わ

れ
て

い
る
。
同

様

の
例

は
、
天

平
十

六
年

・
十

七
年

に
も
見

え

る
。

一g



十

六

年

は
恭
仁

宮
、

十
七

年

は
紫
香

楽
宮

の
造
営

が
不
十

分

な
た

め
、

そ

れ
ぞ

れ
朝

賀

は
廃

さ
れ

て

い
る
が
、

宴

は
催

さ
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

そ

も

そ
も

元
日

の
朝
賀

は
、

年
頭

に
当

た

っ
て
群

臣
が

天
皇

に
拝

す
る
令

制

に
お
け

る
重
要

な
宮

廷
儀

礼

で
あ

る
。

そ

の
朝

賀
が
廃

さ

れ
、
宴

の
み
行

わ

れ

て

い
る
と

い
う

こ
と
は

、
こ
の
時
期

、
正
月

の
宮

廷
行
事

の
中

心

は
、

朝
賀

よ

り
む

し
ろ
宴

に
あ

っ
た
と

い
う

こ
と

に
な

る
だ
ろ
う

。

 

天
平

元
年
、

三
年

、

五
年

、
六
年

、

七
年
、

十
年

、
十

三
年

の
元

日

の

宴

の
記
事

に
は
、
特

に
朝

賀

は
記

さ
れ

て

い
な

い
。

天
平
年

間

の
元
日

の

記
事

に
特

徴
的

な

の
は
、

朝
賀

が
特

に
記

さ

れ
ず
、
宴

の
み
見

え
る

こ
と

で
あ

る
。

む
ろ
ん
朝

賀

は
、
新

年

の
恒
例

の
儀

礼

で
あ

る
か
ら
、

記
録

に

残

さ
れ

て

い
な

い
か
ら

と
言

っ
て
、

そ

れ
が
行

わ

れ
て

い
な

か

っ
た

と
即

断

す

る
わ
け

に
は

い
か
な

い
。

例
年

通

り

に
行

わ

れ
て

い
た

か
ら

こ
そ
、

朝
賀

を

廃
す

る
と

い
う
特

別

な
場
合

以
外

は
、

こ
と
さ
ら
記

す

こ
と

が
な

か

っ
た
と
考

え
ら

れ

る
か
ら

で
あ

る
。

し

か
し
、
宴

も

ま
た
恒
例

の
行

事

だ

っ
た

。

し
た
が

っ
て
、
特

に
宴

の
み
取
り
立

て
て
記
録

さ
れ

て

い
る

の

は

、

こ

の
時

代

の
正
月
行

事

の
中

心
が

、

ま
さ

に
宴

に
あ

っ
た

か
ら

だ
と

考

え

て
よ

い
の
で
は

な

い
か
。
言

い
換

え

れ
ば

、

こ

の
時

期

の
宴

は
、

特

に
記
録

に
値

す

る
ほ
ど

の
内

容
を
有

し

て

い
た

こ
と

に
な

る
。

 

そ

の
証
左

と
し

て
、

「
場
」

の
問
題

が
あ
げ

ら

れ
る
。
奈

良
朝

の
宴

は
、

総

じ

て

「
朝

堂
」

「
中

宮
」

「
内
裏

」

「
大
安

殿
」

な

ど

で
行

わ

れ
た
。

そ

の
中

で
、

天
平
五

年

(七
三

三
)

の
元

日

の
宴

は
、

場
を

二

ヵ
所

に
分
け

て

い
る
点

で
異
質

で
あ

る
。

 

 

天
皇
御

二
中
宮

・宴

二
侍

臣

「。
自

鯨

五
位

已
上
者

、
賜

二
饗
於

朝
堂

一。

「
中
宮

」

と

は
要

す

る

に

「
内
裏

」

の

こ
と

で
、
官

人

を
侍
臣

と
他

の
五

位

以

上

に
分

け
、

内
裏

と
朝

堂

で
、
饗

宴

を
催

し
て

い
る
。

同
様

の
記
事

は
、
続

く
六

年
、

七
年

、
十

年
、

二
十
年

に
も

見
え
、

こ
の
形

態
が

天
平

年

間

の
正
月

の
宴

の
、

大

き
な
特

徴

と
な

っ
て

い
る
。

 

下

っ
て
平

安
期

の

『
内
裏

式
』

で
は
、
朝
賀

の
後

、
天
皇

は
豊
楽

殿

に

出

御

し
、

そ

こ
で
盛

大

に
節

会

が
行

わ
れ
た

が
、

「親

王

以
下

参
議

以
上

」

の
座

は
豊

楽

殿

に
、

「
不

升

殿
者

」

の
座

は
顕
陽

・
承
観

両

堂

に
分

け

て

設

置

さ
れ

て

い
る
。
倉

林
氏

が
指

摘
す

る
よ
う

に
、

侍
臣

と
他

の
五
位

以

上

と

で
場

を
分
離

す

る
天

平
年

間

の
宴

の
形

は
、

『内

裏
式

』

の
形

態

の
、

直

接

の
源
流

で
あ
る

と
考

え

て
よ

い
だ

ろ
う
。

い
ず

れ

に
せ

よ
、
場

を
分

離

し

て

い
る
と

い
う

こ
と

か
ら
、

こ
の
時
期

の
宴
が

、
相

当
大

き

な
規
模

で
、
盛

大

に
行

わ
れ

て

い
た
と
考

え

て
よ

い
は
ず

で
あ

る
。

 

以
上

の
よ

う

に
、

「
節
会

」

の
前

段

階

は
、
奈

良

朝

に

お
け

る

「
宴
」

に
、

そ

の
具
体
的

な

展
開

が
認

め
ら

れ
る
。
宝

亀
年

間
、

さ

か

の
ぼ

っ
て

天
平
年

間

に
、

そ

の
内
容

が

め
ざ
ま

し
く
充
実

し

て

い

っ
た

の

で
あ

る
。

歌

憐
所

は
、

ま

さ

に
そ
う

し

た
時
代

の
中

に
あ

っ
た

こ
と

に
な

る
。

 

大

歌
所

の
琴

歌

は
、

】
言

で
言
え
ば

「
節
会

の
芸

能
」

で
あ

っ
た
。

し

た
が

っ
て
、

大

歌
所

の
成

立

は
、
「
節

会
」

の
確

立

と

密
着

し

て

い
る
。

述

べ
て
き

た

よ
う

に
、
歌

憐
所

が
大
歌

所

の
前

身

と
し

て
、

同
じ

系
統

に

位

置

づ

け

ら

れ
る

も

の

で
あ

る

と
す

る
な

ら
ば
、

「
節

会
」

以

前

の
奈

良

朝

の

「
宴

」

に
、

そ

の
主

た

る
活
動

の
機
会

を
想
定

で
き
よ

う
。

言

い
換

え
れ
ば

「
宴
」

の
展

開
が

、
歌

憐
所

の
成
立

と
不

可
分

に
関

わ

っ
て

い
る

こ
と

に
な

る

わ
け

で
あ

る
。
天

平

八
年

、
歌

憐
所

の
諸

王
臣

子
等

が
葛

井

連

広
成

の
家

に
集

っ
た

の
は
、

冬
十

二
月

で
あ

っ
た
。

こ

こ
も
あ

る

い
は

大

歌

所

の
場
合

の
様

に
、

正
月

の
宴

に
奉
仕

す

る
た

め
の
琴

歌

の
教

習
期

間

に
あ

た

っ
て

い
た

の
か
も

し
れ

な

い
。

 

天

平
年

間

に
お

い
て
、
朝
賀

が

し
ば

し
ば

廃

さ
れ

た

の
は
、

そ

れ
が
律
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令

制

を
具

現
す

る
重

要

な
儀

礼

で
あ

っ
て
も
、

も

と
も
と
大

陸

か
ら
輸

入

さ

れ
た
借

り
物

の
行

事

で
あ

っ
た

た
め

に
、

日
本
在
来

の
習

俗

に
合

わ

な

か

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

一
方

「宴

」

は
、

そ

の
源
を
遙

か
古
代

に
湖

れ

る
、

い
わ
ば

土
着

の
民
俗

で
あ

る
。

「
宴

」

の
充

実

と

と
も

に
、

そ

こ
に
伺
候

す

る
官

人
貴

族

が
、

外
来

楽

で
は

な
く
、

日
本

の
伝
統

的

な
歌
舞

(古
歌

舞
、

琴
歌

)
を
奏

上

し

た
。
宴

席

に

お
け
る
歌

舞
も
、

『古
事

記
』

『日
本

紀
』

に
多

く

の
類
例

を
見

い
出

せ

る
古
層

の
習

俗

で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に

考

え
る

と
、
宮

廷

の
正
式

な

「
宴
」

に
お
け

る
官
人
貴

族

の
芸
能

を
教

習

す

る
機
関

と

し
て
、

歌
憐

所

を
奈
良

朝
芸

能
史

の
上

に
位
置

づ

け
て
も
、

何

ら
不
思

議

は
な

い
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

五
 
結
び

 
先

に
見

た

よ
う

に
、
折

口
信

夫

は
、
歌

憐
所

と
雅
楽

寮

を
同

一
視

し
て

い
る
。

こ

の
考

え

は
、

早
く
大

正

八
年

の

『萬

葉
集
辞

典
』

(
『全

集
』
第

六
巻

)

に
見

え
、

そ
れ

以
降

の
諸
論

考

に
通
底

し

て

い
る
。

 

一
方

で
折

口
は
、
慶
應

義
塾

に
お
け

る
講
義

で
、

別
様

に
も
論

じ

て

い

る
。

歌
憐

所

は
雅
楽

寮

の
中

の
日
本

音
楽

部

で
あ

り
、
そ

れ
が

や
が

て
大

歌

所

に
成

長

し

て

い

っ
た
と
述

べ
て

い
る

の
で
あ

る
。

 

歌
憐
所

に

つ
い
て

の
論

は
、

折

口

の
、

特

に
後
者

の
説

を
踏

み
台

と
し

つ

つ
議
論

さ

れ

て
き
た

と
言

っ
て

い
い
。

歴
史

学

の
立
場

か
ら
、

例

え
ば

林

屋
辰

三
郎
氏

は
、

歌

憐
所

は
雅
楽

寮

で
軽
視

さ

れ
が

ち
な
日
本

音
楽

部

の
復
興

と
独

立
を
目

的

と
し

て
、
雅

楽
寮

と

は
別

に
、
宮

中

に
臨

時

に
設

け

ら

れ
た
も

の

で
あ

る
と
す

る
。

荻
美
津

夫
氏

は
、

林
屋

氏

の
論

を
基

本

的

に
支
持

し

つ

つ
、

別

の
見
解

を

示

し
て

い
る
。

す
な

わ
ち
、
歌

憐
所

で

教

習

さ
れ

て

い
た

の

は
、
雅
楽

寮

日
本
音

楽
部

の
歌

舞

の
よ
う

な
儀
礼

的

な

も

の
で

は
な

く
、

天
平

六
年

の
天
覧

の
歌

垣

の
よ

う
な

、
宮

中

に
伝

え

ら

れ

て

い
た
風
俗

の
古

歌
舞

で
あ

る
。

歌
憐
所

は
、

雅
楽

寮

と
は
別

に
、

官
人

貴

族

ら

に
日
本
古

来

の
歌
舞

を
教
養

的

に
教
習

さ

せ
る
、

準
公

的

な

常
設

の
機
関

で
あ
る
。

そ

し

て
、

大
歌

所

の
成

立

に

つ
い
て
、

折

口
と
林

屋
氏

が

、
と
も

に
歌
憐

所
を

そ

の
前

身

と
し

て

い
る

の
に
対

し

、
荻
氏

は
、

余

興
的

な
歌

舞

を
教
習

し

て

い
た
歌
憐

所

で
は
な
く

、
雅

楽
寮

の
儀

礼
的

要
素

の
強

い
日
本

古
来

の
歌

舞

の

一
部

が
独
立

し
た

も

の
で
あ

る

と
と

ら

え

て

い
る
。

 

こ

の
よ
う

に
、
歌
憐

所

の
位
置

づ
け

は
、
未

だ

に
定

説

を
見

て

い
な

い
。

 

本

論

で

は
、
主

に
右

の
諸

説

に
拠
り

つ

つ
、

雅
楽

寮
や

大
歌

所

と

の
対

比

の
中

で
、

歌
憐

所

に
光

を
当

て
た
。
結

局
、

歌
憐

所
を

雅
楽

寮

そ

の
も

の
、

あ

る

い
は
雅

楽
寮

の
日
本
音
楽

部

と
す

る
折

口

の
考

え

は
、
成

立

し

に
く

い
こ

と

に
な
る
。

述

べ
た

よ
う

に
、

歌
憐

所

と
雅
楽

寮

と
は
、

何

よ

り

そ

の
担

い
手

の
位
相

が
、

根
本

的

に
異
な

る
か
ら

で
あ

る
。

歌
憐

所

は

雅
楽

寮

と

は
別

の
機
関

で

あ

っ
た
。

ま
た
林

屋
氏

の
言
う

よ

う

に
、

歌

憐

所

で
教

習

さ
れ

た
芸
能

が
、

雅
楽

寮
日
本

音
楽

部

で
管

掌

さ

れ
た
儀

礼
的

要
素

の
濃

い
歌
舞

と
、

同
系

統

の
も

の
で
あ

る
と
も

考
え

に
く

い
。

歌

憐

所

は
、
雅

楽
寮

日
本

音
楽

部

の
復
興

と
独
立

を
め
ざ

し
た
も

の

で
は
な
く
、

荻

氏

の
言
う

よ

う

に
、

雅
楽

寮

と
は
全

く
別

に
成
立

し

た
も

の
と

と
ら

え

た
方

が

い
い
だ

ろ
う
。

 

歌
瞬

所

の
背
景

に
は
、

天
平
年

間

に
お
け

る
宮
廷

の

「
宴

」

の
展

開

が

あ

っ
た
。
歌

憐

所

は
、

そ

こ

に
伺

候
す

る
官

人
貴
族

の
た
め

に
、

「
琴
歌

」

を
は

じ
め

と
す

る
芸
能

を
教

習

す
る
機
関

だ

っ
た

と
考

え
ら

れ

る

の
で
あ

「
る
。
正

月

元
日

を

は
じ
め

と
す

る

「
宴

」

は
、
む

ろ
ん
宮

廷

主
催

の
正

式

な
も

の

で
あ

る
。

ゆ
え

に
、
そ

こ
で
奏

上
さ

れ

る
官

人

の
芸

能

は
、
公

的

一10一



な
色

合

い
が
濃

い
。
と

す
れ
ば

、

歌
憐

所

で
教

習

さ
れ

て
い
た

の
は
、
荻

氏

の
言

う
よ

う

な

「
余

興

的

」
「
教

養

的

」

な

も

の
で

は
な
く

、
古

い
由

来
を
持

つ
も

っ
と
正
式

な
も

の
、

い
わ
ば
宮

廷

大
歌

の
類

い
で

は
な

か

っ

た

か
と
考

え
ら

れ
る
。

そ

の
点

で
も
、

歌

傷
所

と
大

歌
所

と

の
連

続
性

は

強

い
の

で
あ

る
。

大
歌

所
が

令
外

の
官

で
あ

っ
た

よ
う

に
、

歌
憐

所
も

ま

た
、

「
令
」

の
規
定

の
外

に
作

ら

れ

た
公

的

な
芸

能
機

関

だ

っ
た

の

で
は

あ

る
ま

い
か
。

 

『萬

葉
集

』

を

「
大

歌
所

の
台

本

」
と

す

る
折

口
信
夫

の
萬
葉

論

は
、

今

日
ほ

と

ん
ど

顧

み
ら

れ

て

い
な

い
。

『
萬

葉
集

』

の
膨

大
な

歌

の
中

か

ら
、
大

歌

所

の
は

っ
き
り
し

た
影

を
探

す

の

は
、

き
わ
め

て
困
難

な
作
業

だ

か
ら

で
あ

る
。

『萬

葉

集
』

に
は
、

公

的

あ

る

い
は
私

的
な

宴
席

を
場

と

す
る
歌

が
、
多

数
収

め

ら
れ

て

い
る
。

そ

れ
ら

の
歌

と
、

奈
良

朝

の
歌

憐
所

と

の
間

に
、
ど

の
よ
う

な
連

関

が
見

い
だ

せ

る

の
か
。

宴
席

と

い
う

場

を
介
在

さ

せ
て
、
官

人

が
発

唱
す

る
歌

謡

と
、
和

歌

と

い
う
文

学
形

態

と

の
相
互

関
係

が
、

当
然
大

き

な
問

題

と
な

る
は
ず

で
あ

る
。
本

論

は
、

い
わ
ば

そ

の
序

論

と
し

て
、

問

題

の
入

り

口
に
達

し
た

と
こ

ろ
で
欄
筆

す

る
。

具
体

的

な
検
証

は
、

な

お
今

後

の
課

題

と
し

た

い
。

た
だ
、

歌
憐

所

に
注
目

す

る

こ
と

で
、

『
萬

葉
集

』

を

「
大

歌

所

の
台

本
」

と
す

る
折

口

の
仮
説
を

、
検

討
し
直
す
手
掛

か
り
が
得

ら
れ
る

こ
と
だ

け
は
確

か
で
あ
る
。

 

加
え

る

に
、

大
歌

所

の
台

本

で

あ

る

『琴

歌
譜

』

は
、

そ

の
歌
謡

の
縁

起

と

し

て
、

『
記
紀
』

以

来

の
古

い
来

歴

を
持

つ
起

源
伝

承

を
伝

え

て

い

る
。

ま
た
、

『古

事

記
』

の
原

資

料

に
は
、

宮

廷
歌

謡

を
集

め

た

「
歌

謡

資

料
」

が

存
在

し

て

い

た
。

『
琴
歌

譜

』

の
歌

謡

は
、

奈
良
朝

で
は

ど

の

よ
う

に
伝

え
ら

れ
、
歌

わ
れ

て

い
た

の

か
。

さ

か

の
ぼ

っ
て
、

『古
事

記
』

編

纂

に
関

わ

っ
た

「
歌
謡

資
料

」

は
、

ど

の
よ
う

な
芸
能

集
団

に
管

理

さ

れ

て

い
た

の
か
。

歌

憐
所

へ
の
ま

な
ざ

し
は
、

そ
う

し
た
古
代

歌

謡
全
般

に
対

す

る
広

い
視

野

を
開

い
て

い
く
。
言

い
換

え
れ
ば

、
歌

憐
所

か
ら
見

た

『
萬
葉

集
』
、

あ

る

い
は

『古

事

記
』

『琴
歌
譜

』

と

い

っ
た
新

し

い
視

点
が

、

一
つ
の
可
能

性

と
し

て
提
起

さ
れ

る
の

で
あ

る
。

注
(1
) 

『折

口
信
夫

全
集
』
第
九
巻
、
中
央

公
論

社
。

(2
) 

例
え
ば
、
主

な
論
文
と

し
て
、
「萬
葉
集

の
な
り
立

ち
」

「萬
葉
集

の
解
題
」

 

 
 
「
短
歌
本
質
成

立

の
時
代
」

「女
房
文
学

か
ら
隠
者
文
学

へ
」

「萬
葉
集
研
究
」

 

 
 
(『全
集
』

第

一
巻
)
、
「萬

葉
び
と

の
生
活
」

「柿

本
人
麻
呂
」

(『全
集
』
第
九

 

 

巻

)、

「歌
謡

を
中
心

と
し

た
王
朝

の
文
学
」
「
上
世
日
本

の
文

学
」

(『全
集
』

 

 

第
十
二
巻
)
な
ど
が
あ

る
。

(3
) 

池
田
弥
三
郎

氏

「文
学
伝

承
の
機
会
」

(『池
田
弥
三
郎
著
作
集
』
第

一
巻
、

 

 

角
川
書
店
)
参
照
。

(4
) 

「芸

能

の
台

本
」

と

い
う
用
語

に
つ
い
て
は
、
池

田
弥
三
郎
氏

「芸
能

の
台

 

 

本
と
し
て

の
日
本
文
学

」

(『著
作
集
』
第

四
巻
)
参
照
。

(5
) 

『
西
宮
記
』
巻

八

の

「
和
受
歌

師
」

は

コ和

琴
歌
師
」

の
誤

り

で
あ

ろ
う
。

 

 

大
歌
所

と
そ
の
専
門
職

に

つ
い
て
は
、
土
橋
寛
氏

「陽
明
文
庫
所
蔵
古

歌
謡
集

 

 

の
解
説

・
琴
歌
譜
」

(
『古

代
歌
謡

の
生
態

と
構
造
』
塙
書
房
、

昭
63
)
参
照
。

(6
) 

『
琴
歌
譜
』

と
多
氏

の
関

わ
り

に

つ
い
て
は
、

拙
稿

「太
安
萬

侶
論
1

そ

 

 

の
家
職
と
古
事
記
撰
録
ー

」

(『芸
文
研
究
』
第

59
号
、
平

3
)
で
詳

述
し
た
。

(7
) 

節
会

の
芸
能

と
し
て
の
大

歌
所

の
歌
謡
、
お
よ
び

『琴
歌
譜
』

に
つ
い
て
は
、

 

 

井

口
樹
生

氏

「大
嘗

祭

の
歌

謡
及
び
和
歌
ー

『琴

歌
譜

』
十

一
月
節

を
中
心

 

 

に
ー

」

(『芸

文
研
究
』
第

65
号
、

平
6
)
参

照
。

(8
) 

阿
蘇
瑞
枝
氏

『萬

葉
集
全
注
巻
第
十
』
有
斐
閣
、
平

1
。

(9
) 

例

え
ば
主

な
例
と

し
て
、
巻
五

の
梅
花
宴

に
七
首

(八

二
四

・
八
二
七

・
八

 

 

三

七

・
八
三

八

・
八
四

一
・
八
四
二

・
八

四
五
)
、
巻
十
九

の
新
嘗
会

の
騨
宴

 

 

に

一
首

(四
二
七
七
)
あ
げ

ら
れ
る
。

(10
) 

新
日
本
古
典

文
学
大
系

『続

日
本
紀

二
』
補
注

、
岩
波

書
店
、
平

2
。
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(11
) 

天
平
年

間
の

「礼
楽
思
想
」

に

つ
い
て
は
、
例

え
ば
池

田
三
枝
子
氏

「風
流

 
 
侍
従
長

田
王
考
」

(『上
代
文
学
』
第
69
号
、
平
4
)

に
詳
し

い
。

(12
) 

井

口
樹
生
氏

「
新
年

「唯

し
詞
」

の
系
譜
」

「橋

の
芸
文
-

催

馬
楽
成
立

 
 
小
考
-

」

(『境
界
芸

文
伝
承
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
平
3
)
参
照
。

(13
) 

井

上
光
貞
氏

「
日
本
律
令

の
成
立

と
そ
の
注
釈
書
」

(日
本

思
想
大
系

『律

 
 
令
』
解
説
、
岩
波
書
店

、
昭
51
)
参
照
。

(14
) 

武

田
祐
吉
氏

『萬

葉
集
全
註
繹
』
七
、
改
造
社
、
昭

24
。

(15
) 

も

っ
と
も
歌
憐
所

は
、

そ
の
語
義

で
言
え
ば

、
文
字
通
り

「歌
」
と

「舞

」

 
 
に
深

く
関
わ

っ
て

い
る
。
大
歌

所
は
舞
を
含

ま
な

い
。
こ

の
点

で
、
内
実

を
異

 
 
に
し

て

い
る
。
し

か
し
、
平
安
朝

に
お

い
て
、
大
歌
は
例
え
ば
五
節
舞

の
よ
う

 
 
な
舞

と
と
も

に
歌

わ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
拙
稿

「
五

 
 
節
舞

の
由
来
ー

琴
歌
譜

歌
謡
考
1

」

(『一二
田
国
文
』
第
17
号
、
平

4
)
を

 
 
参
照

さ
れ
た

い
。

(16
) 

『饗
宴

の
研
究

(儀
礼
編
)
』
桜
楓
社
、
昭

40
。

(17
) 

『平
安
朝

の
年
中
行
事
』
塙
書

房
、
昭
47
。

(18
) 

前
掲

、
注
16
。

(19
) 
例

え
ば
、
「
萬
葉
集

の
な
り
立

ち
」

(『全
集
』
第

一
巻
)、

「萬

葉
び
と

の
生

 
 
活
」

(
『全
集
』
第
九
巻
)
、
「上
世

日
本
の
文
学
」

(『全
集
』
第
十

二
巻
)
、
「
国

 
 
文

学
」

(『全
集
』

第
十

四
巻
)
、

な
ど
。

な
お
歌

憐
所
と
雅
楽
寮

を
同

一
と
見

 
 
倣

す
論

と
し
て
、
他

に
岩
橋
小
弥

太
氏

『芸
能
史
叢

説
』

(吉

川
弘
文
館
、

昭

 
 
50
)

が
あ
る
。

(20
) 

『折

口
信
夫
全
集

ノ
ー
ト
編

』
第
三
巻

「
日
本
文
学
史
2
」、
中

央
公
論

社
。

(21
) 

『中
世
芸
能
史

の
研
究
』
岩

波
書
店
、
昭
35
。

(22
) 

『日
本
古
代
音
楽
史
論
』
吉

川
弘
文
館
、
昭
52
。

(23
) 

前

掲
、
注
6
参
照
。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

(あ
く
ざ

わ
 

た
け
し
)
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